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論文紹介

「対話的で深い学び」の実現をめざした授業づくり

～算数科の授業改善を通して～（1）

抄録：本稿では、「対話的で深い学び」の実現に向けて、算数の授業研究を通して、様々な視点からアプローチして
いる第二著者の研究成果を紹介する。実践者である第二著者は所属校の課題を丁寧に分析し、学習指導要領を研究し
たうえで「対話的で深い学びを充実させる授業デザイン」について研究している。数学的活動の充実、ペア学習やグ
ループ学習による学び合い、教師の働きかけなど具体的な実践例からその効果的な方法を挙げている。特に、本稿で
は、算数の系統性を意識して、各領域でどのようなポイントを押さえた授業が必要か理解しやすいように作成された
資料について紹介する。
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1.  はじめに

この論文は和歌山大学教職大学院の 5 期生である第
二著者の稲田（以下、実践者と略す。）が修了研究報告
書として書いたものである。私はこの研究成果を先行
研究として分析するにあたり、その成果である優れた
教材や授業案を是非多くの人に参考にしてもらいたい
と思い、ここに紹介する。この研究成果の中には、「対
話的で深い学び」を実現するために大切にしなければ
いけないことが、実践事例をもとに詳しく論説されて
いる。（1）となる本稿では、論文の「第 1 部　研究計
画」から私が活用したい資料を中心に紹介する。これ
らの資料はどの学校でも活用できるので、是非参考に
していただきたい。尚、図表については紹介論文のペー
ジ数を示している。

2. 1.  現状の課題と仮説の設定
第 1 部では、所属校の現状や、児童の実態、授業研

究の実態について述べている。所属校の児童に見られ
る課題として「指示されたことは素直に行うが、自ら
考えて判断したり行動したりする力が弱い」、「学習に
は真面目に取り組むが、自分の考えを進んで発表した
り、みんなに自分の考えを伝え、話し合って学習に取
り組んでいくのが苦手である」といった点が挙げられ
ている。また、現任校では、長年算数の研究を続けて

きており、「学ぶ楽しさを味わう算数学習～論理的に考
え、表現する力の育成を通して～」というテーマで「表
現する力」として、「かく力」「説明する力」の両方に
焦点を当てて研究を行ってきたとしている。

このテーマに沿って、「かく力」については「課題と
出合った場面」「個人思考の場面」「振り返りの場面」
の 3 つの場面で行い、既習との違いに気付いたり、解
決の見通しを持ったり、次の学習へのつながりを持た
せたりすることができているとして、成果が出ている。

一方で、「説明する力」については、低学年、中学
年、高学年それぞれに達成目標を決めて取り組んでい
て、どの子にも説明する機会をできるだけ多く経験さ
せようと取り組んでいるが、自分の意見を発表し、説
明するだけに終わっていることが課題であるという。
そこで数年前より「考えをつなぐ」を研究の重点課題
として取り組んできた。しかし、子供同士の考えがな
かなかつながらず、考えを広げたり、深めたりするま
でには至っていないと述べている。

2. 2.  課題
実践者は課題を把握するため、全校児童と教職員対

象に算数アンケートをとったり、インターンシップで
の授業観察をしたりして、現任校の課題を次のように
分析している。
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【児童アンケートの結果】
・　算数の学習は楽しいと感じている児童が多い。
・　�「自分の考えを式や絵、図、言葉などを使ってノー

トにかくことができている」と答えている児童は
多数いる。

・　�「友達の考えを聞いて、思った事や付け足したい事
などを発表できている」と答えた児童は少ない。

【教職員アンケートの結果】
・　考えをつなぐ難しさを感じる。
・　全員が考えを出し合うことが難しい。
・　話し合いの中で深められない。
【授業観察の結果】
・　�自分の考えを友達に分かりやすく伝えることや自

分の考えと友達の考えを比べながら発言したり友
達の考えにつなげて話し合っていったりする力が
弱い。

これらの結果から、以下のような仮説を設定した。

仮説
「対話的な学びを重視した授業改善を行うことで、児

童が対話的・協働的な学びができるようになり、数学
的な見方・考え方を働かせながら深く学ぶことができ
るのではないか」

このような仮説を立て、「『対話的で深い学び』の
実現をめざした授業づくり」を研究のテーマに設定
している。「対話的で深い学び」については、「『教材
との対話』『既習との対話』『自己との対話』『子供と
子供との対話』『子供と教師の対話』などを行うこと

により自己の考えを広げ深めることである」と考え
ている。「対話」については、子供同士や子供と教師
との話合いのみを捉えがちであるが、本研究では教
材や既習、自己と向き合い考えていくことも「対話」
と捉えているところが興味深いところである（図 1
参照）。

3. 1.  研究の共有にむけての取組
実践者は、第 2 章の 1 節で課題解決への取組として

学習指導要領の算数科の改訂ポイントを示し、内容系
統性の見直しや統計的な内容の改善充実について述
べ、学習内容カード（資料 7）や領域別系統図（資料
6）を作成している。

資料 7 の学習カードは各学年の単元ごとに作られ、
主な評価規準や学習する算数用語や記号、主な学習内
容について図などを用いてとても分かりやすくまとめ
られている。また、資料 6 の領域別系統表については、
各領域別に A 数と計算（数）、A 数と計算（計算）、B
図形、C 測定、変化と関係、D データの活用がそれぞ
れ 1 ページにまとめられていて、6 年間を見通してそ
の領域の学習がどのようにつながり、発展させていく
のかが良く分かる。これらの資料を活用し、学習内容
の軽重を考えながら学習指導を行うことや「上学年か
ら下学年」だけでなく「下学年から上学年」の系統を
しっかりと意識した上で授業を考えることが大切であ
るとし「6 年間の学習を見通し、つながりを意識して
指導することは、質の高い授業を行うために重要であ
る」と論じている。

更に、児童のつまずきの原因究明と全学年にさかの

図 1　対話的で深い学びの構想図（p10）
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ぼっての復習、補習にも領域別系統表の活用が有効で
あるとも示している。

算数科の指導案を立てる際には、6 年間の系統を意
識して学習内容を深く研究してから単元計画を立てる
ことがとても大切である。子供の「深い学び」の前に
まずは教師の「深い学び」が必要である。そのために、
これらの資料は大変有効的である。
3. 2.  話し合いが有効な教材

実践者は、「算数の学習教材には、『教えるべき教材』
と『話し合いが有効な教材』がある」とし、「『話し合
いが有効な教材』を用いて効果的に話し合い活動を行
うことが『深い学びにつながる』」と考え、各学年の教
科書教材の中から「話し合いが有効な教材」を分析し、
学年別の一覧表にしている（資料 4）。

この資料は教科書のページや単元名、学習内容、
具体的な問題文がまとめられているので、話し合う
力をつけていきたいときは、この資料を参考にして
1 年を見通した計画的な指導を行うことができる。
特に、初めて担当した学年である場合や、経験の少
ない若手の教員にとってはこの資料はとても参考に
なる。

例えば、2 年生「かけ算（2）」の単元では、啓林館
（2019）『わくわく算数　2 年生下』の 38 ページ「図や
しきをつかって（同じ数のまとまりに着目して考え
る）」について、「はこの中のチョコレートは何こあり
ますか」という課題が提示されている（資料 1 参照）。
これは、5 × 5 のアレイ図のように並んだチョコレー
トの 1 部（2 × 3）が欠けている課題である。縦に分け
て 5 × 2 と 3 × 3 と見たり、横に分けて 3 × 5 と 2 ×
2 と見たりして、足して求める子がいるだろう。また、
基準量を横に見ることで 5 × 3 と 2 × 2 と見て、足し
て求めることもできる。更に、全体があるとみて 5 ×
5 を求め、ない部分の 2 × 3 を引いて求める子もいる
であろう。第 1 著者の実践では、基準量を横に見る考
えは子供から出なかったが、その他の考えが子供から
出され、話し合う場面では、「5 × 2 ＋ 3 × 3 を使うと
10 ＋ 9 になり計算が簡単だ」という意見や、「全体か
ら引く方が分けなくていいから分かりやすい」という
意見が出され、数理的な処理の良さに目をつけた話し
合いができた。

また、例えば、3 年生「わり算」の単元では、啓林
館（2019）『わくわく算数　3 年生上』の 21 ページ「わ
け方とわり算（等分除の意味を理解し、除法の式に表
す）」について「12 このイチゴを 3 人に同じ数ずつ分
けます。一人分は何こになりますか」という課題と、
同教科書 24 ページにある「わけ方とわり算（包含除の
意味を理解し、除法の式に表す）」について「12 この
あめを一人に 3 こずつ分けると、何人に分けられます
か。」という課題が提示されている（資料 3 参照）。3
年生で初めて「わり算」を学習するが、等分除と包含

除の違いをしっかりと押さえて学習するのは難しい。
この 2 つの課題は、等分除でも包含除でも式は 12 ÷ 3
になる。しかし、おはじきなどの半具体物で操作した
り、図に表したりすると全く違う操作や図になる。子
供たちは、このような操作活動や図に表したことを発
表し合い、話し合うことを通して、わり算には、「同じ
数ずつ分ける」と「〇こずつ分ける」があることを理
解するのである。

このような話し合いを通して、子供たちは数理的な
処理の良さや違いに気付くことができる。自分たちが
発見したり、深めていったりしたことは、記憶に残る。
この資料を使って、話し合う活動を授業に取り入れて
いくことをお勧めする。

3. 3.  ルーブリック評価
また、個人思考の場面での考えが、学び合いの後、

学習の終末でどのように変化したかを見取る一つの評
価方法としてルーブリック評価の活用を挙げている。
図 5 で示した通り、個人思考でのノートの記述（図や
説明文）をどう読み取り評価すれば良いのかを詳細に
示している。これを使って個人思考の段階での評価と
学習後の評価を比べることでこの 1 時間に子供がどの
ように変容したのか、または変容しなかったのかを見
取ることができる。

例えば、第 3 学年「わり算」第 3 時（包含除）では、
「12 このあめを一人に 3 こずつ分けると何人に分けら
れますか」の課題に対し、数学的な見方・考え方がで
きているかどうかを、自力解決の場面での図や言葉の
説明に着目し、S、A、B、C の 4 段階で評価している。
実践者は B を「おおむね満足」とし、A を「自分の言
葉で説明できるほど理解が定着している段階、S を「既
習の学習と比べるなどして発展的に理解している」段
階と捉え、分類している（図 5）。
「おおむね満足」の規準となる B は、ブロックの操

作とは結びついていなくとも、「3 個ずつ〇で囲み、答
えは正しく表されている場合」である。C は、図も説
明もかけていないか、もしくは、答えが間違っている
場合である。正しく 3 個ずつ配ったことを図に表して
いるが、等分除とのちがいについては触れられていな
い場合は A 評価としている。正しく 3 個ずつ配ったこ
とを図に表しさらに等分除との違いに言及して説明し
ている場合は、S 評価である。

実践者はそこまで言及していないが、ルーブリック
評価は子供の評価としてだけでなく、教師のその時間
の授業の評価にもつながると考える。多くの子供が下
位評価のまま変容しなかったのであれば、その授業は
改善しなければならないのである。その意味において、
このルーブリックを用いて子供の変容を見ることは、
教師の授業評価としても活用できる。
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4.  おわりに

学習内容カードや領域別系統表は、これまでの学習
やこの先に続く学習を知ることができる大変有用な資
料である。指導にあたって、6 年間の学習の流れを念
頭においておくのは大切である。6 学年すべての担任
を経験していない若手教員の方にとって、これらはと

ても参考になると思う。また、話し合いの場面を研究
したいと思うときには、「話し合いが有効な教材」の資
料を参考にして研究授業の単元を選ぶと良いだろう。
更に、昨今、思考の過程を評価することの大切さが取
り上げられているので、実践者の作成したルーブリッ
ク評価を参考にして、自分なりの評価を研究し作成す
ることも有益であると思う。

図 5　ルーブリック評価（第 3 学年「わり算」　第 3 時）（p.20）
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資料 1：話し合いが有効な教材（2 年生）
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資料 2：話し合いが有効な教材（3・4 年生）
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資料 3：話し合いが有効な教材（5 年生）

資料 4：話し合いが有効な教材（6 年生）一部抜粋
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資料 5：（領域別系統表）
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資料 6：各学年の学習内容カード（B 図形領域）（p15 ～）
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